
自民党 衆議院議員 

昭和34年、小さな写真屋に生まれる。 

大学時代は、ハンドボール部のキャプテンとして活躍。 

零細企業に育ったこともあり、中小企業を担当する通商産業省に入省。 

日米交渉や行政改革、地方行政（埼玉県副知事に出向）などに携わる。 

平成18年衆議院千葉七区補欠選挙にて公募により選ばれるも、惜敗。 

平成21年衆議院総選挙において、比例南関東ブロックで初当選。 

平成24年衆議院総選挙において、千葉七区より二期目の当選。 

平成26年衆議院総選挙において、千葉七区より三期目の当選。 

環境大臣政務官を経て、現在、党副幹事長、党農林部会長として 

農林業の国際競争力強化に奮闘中。 

〔趣 味〕 ハンドボール、カラオケ、読書、映画 

〔好きな食べ物〕 ラーメン、焼肉（特にカルビとハラミ） 

≪ ミニプロフィール ≫ 
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 自民党農林部会長として、６０年ぶりの農協改革に苦しみながら取り組み、法案はようやく衆議院を
通過いたしました。やっと一息ついたと思ったら、今度はＴＰＰ（環太平洋パートナーシップ協定） 
交渉が大詰めを迎えております。 

 農業関係では、コメ、麦、乳製品、牛肉・豚肉、甘味資源作物のいわゆる５分野が厳しい局面に直面
しており、農林部会長としては悩ましい日々が続きます。 

 本月刊では、マスコミで多く取り上げられているＴＰＰ交渉についてのさいとう健の考えを、整理 
してお伝えしたいと思います。 

  
 まず、ＴＰＰが他の類似の協定と異なる大きな点は、聖域なき関税撤廃を前提としている点です。 
しかし日本にはコメをはじめとして、そうはいかないものもある。慎重な交渉を求める国会決議や自民
党の公約も守らねばならない。そこで、２年前に日本がＴＰＰ交渉に参加する際に、安倍総理とオバマ
大統領との間で、両国ともに微妙な難しい問題がある、つまりは、聖域なき関税撤廃を前提としないと
いう趣旨の合意をした上で交渉に入りました。アメリカにも、自動車や自動車部品など日本から攻め 
られるのがつらいものがあったからです。 

  
 それから２年が経過しました。  
 ＴＰＰ交渉参加国は１２カ国ありますが、今や、世界第一の経済大国と第三の経済大国の間で交渉が
まとまらないと１２カ国全体の交渉もまとまらないということで、日米交渉の行方がＴＰＰ全体の成功
の重要なカギを握る情勢になっています。 
 さいとう健は、ＴＰＰ交渉には、知的財産権問題など日米が協力して進めていくべき問題も多くある
ので、交渉戦略としては、日米二国間の押し相撲にならないようにもっていくべきと強く思ってきま 
したが、残念ながらそうなっておりません。 

  
 そこで、日米ですが、もめているのは農産物だけではなくて、自動車・自動車部品も相当にもめて 
おります。なぜか？ 
 交渉内容は守秘義務があって国会議員にも開示できないということはありますが、かつて、日本政府
の中で激しい日米自動車交渉を担当者として経験してきたさいとう健としては、多々推測できることが
あります。 

 
 まず、アメリカの自動車業界は、おそらくＴＰＰを望んでいないということです。日米以外の１０カ
国で日本の自動車産業とアメリカの自動車産業が競争したら、劣勢になるとアメリカの自動車産業は 
考えていると思います。 
 ですから、日本が呑めないような、アメリカに一方的に有利な要求を日本にあえて突きつけている。
それによって交渉が長引けばそれもよし、また、日本がその要求を呑んでしまえばそれもまたよし、 
そのような感覚でいると推測しても過言ではありません。である以上は、日本は安易に妥協できないし、
すべきではありません。 

  「大詰めを迎える 
    ＴＰＰ交渉に 
     いかに臨むか 
                     (改訂版)」 
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メルマガ 
～ 後援会入会はコチラまで ～ 

さいとう健 後援会事務所（千葉銀行おおたかの森支店裏） 

 〒270-0137 流山市市野谷665-40-103 

 TEL：04-7157-6223  FAX：04-7157-6224 E-mail : info@saito-ken.jp 

さいとう健 国会事務所 

 〒100-8981 千代田区永田町2-2-1衆議院第一議員会館822号室 

 TEL：03-3508-7221  FAX：03-3508-3221 

 
 さいとう健は、時間の許す限り、国会議事堂
内を一緒に案内いたします。何名様でも結構
です。お問い合わせは後援会事務所まで。 

 
 さいとう健は、皆様とひざをつき合せて意見交
換ができるミニ集会を、活動の原点としておりま
す。ぜひ企画してお呼びいただければ幸いです。 

地域の皆様と一緒にバーベキューに 

参加。楽しいひと時を過ごしました。 

 

 また、もう一つ注目すべきは、アメリカ政府の交渉権限です。アメリカは日本と異なり、議会にも外国

政府との交渉権限があり、アメリカ政府は外国と通商交渉を行なう際には、その議会の交渉権限を政府が

獲得する法律を通過させて交渉に臨むのが一般的であります。 

 なぜなら、アメリカ政府と交渉する外国政府は、一度合意したものがアメリカ議会によってひっくり 

返されてもう一度交渉し直し、なんていう可能性があるようでは怖くてカードを切れないからです。 

 従いまして、アメリカ政府は、交渉相手の外国政府がカードを切りやすいように、合意した内容につい

てアメリカ議会はまるごと賛成するかまるごと反対するかのどちらかしかしませんよ、という状況にしな

くてはならない。それがＴＰＡ法案というものなのです。 

 これまでアメリカ政府は多くの自由貿易協定などを締結してきましたが、この交渉権限なくして合意 

したケースはヨルダンとの協定一本しかありません。それほどこの権限は重要なんです。 

 日本政府をはじめとしてアメリカ以外のＴＰＰ交渉参加国は、アメリカ政府に対して、この権限を議会

から獲得しないと交渉が進まないと主張してきましたが、この権限がようやく先月末に獲得されました。 

  

 しかしながら、時間がありません。というのは、この夏以降アメリカは、来年１１月の大統領選挙に 

向けて激しい政争の季節になってしまうということです。ですから、今月中にもＴＰＰ参加国の閣僚に 

よる会議が開かれ合意に至らないと、ＴＰＰは漂流してしまう。そういう危機感は参加国すべてが共有 

してますから、交渉は一気に進む可能性が出てきました。 

 しかしながら、長いことアメリカの交渉を見てきたさいとう健には、仮にすぐに交渉がまとまったと 

しても、オバマ大統領が合意してきた協定案を、野党である共和党が過半数を占めている上下両院で、 

よくやった素晴らしいね、全ての項目に大賛成だね、となるとは到底思えないんです。  

 むしろ、オバマ大統領の得点にしないように、ここがダメ、あそこがダメと足を引っ張ることになる 

可能性が高いのではないか。そうなると、アメリカ議会でＴＰＰ協定案は否決されるか、漂流します。 

そしてオバマ政権では成立できないということになり、次の政権にゆだねられる。 

  

 そうなった場合に、次の大統領が誰になるかは分かりませんが、その時点で、改めてオバマ大統領が 

決着させたものがやはり素晴らしいね、となるとは思えない。日本からもっと取ってきなさいとなる。 

そうなれば、日本はぎりぎりの妥協をしてまとめた内容から更なる譲歩を迫られることになります。 

  

 さいとう健が声を大にして言いたいのは、そこまで見通した上で今の交渉には慎重に臨むべきだし、 

日本はドンと構えてカードを切るのをあせるな、ということです。 

  

 もちろん、ＴＰＰは新しい自由貿易、経済連携をアジア太平洋地域で作り上げ、中国はじめとする国々

をリードしていこうという意欲的なものですから成功させなくてはならないものでありますが、一方で 

あせったあまりに日本が窮地に追い込まれるというような事態は避けなければなりません。交渉をあせっ

ているのは、どう考えてもアメリカ政府の方なのですから。 


